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進行のスピード 採用 なし あり
質問の方法 不採用 なし なし
教員 B
配布資料 採用 あり あり
進行のスピード 採用 なし あり
双方向性 不採用 なし なし
教員C
集中力 採用 なし あり
説明方法 採用 なし あり
教員D
時間効率 採用 あり なし
グル プーディスカッション 不採用 なし なし
動画 採用 あり あり
（２）授業改善コンサルテーションの結果の考察
提案の採択は、優位性があると考えられる。不採用の理由は、教員と科
目の特徴を十分に理解していないことを示している。提案内容の変化につ
いては、提案内容の不十分さが示されている一方で、指摘された課題を教
員が了解し、意識が変化したことの価値は高いと思われる。今回の場合
は、信頼関係が次第に構築されてゆくと同時に、相互的にアイディアを出
し合う関係へ向かう傾向があった。改善の効果は、見受けられたといえ
る。また、提案内容は全部で７つ採用されたが、その内６つの改善の効果
が認められた結果は、重要であると考えられる。また、本養成方法で得た
あらゆる科目の実践知は、他科目で用いても適用可能であり、教員Ｄの成
果は、他大学でも応用できる可能性を示唆している。したがって、本養成
方法に伴った授業改善は、可であるといえる。
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４．結論
はじめに、に示した問題意識にたち返る。「研究を基盤とした、FD専門
家の養成ができていない。」は、本養成方法により、解決できる可能性が
ある。「授業は、状況依存であるために、一般的な知見は役に立たない。」
は、実際の授業状況から知見を得ることで、有用性の高い実践知の蓄積で
きることがわかった。「授業評価の実施はできるが、個々の教員の授業改
善へのアドバイスができない。」は、本養成方法との組み合わせによって、
授業改善のアドバイスと改善の可能性を有している。以上の成果は、いず
れ各大学に要請されると考えられる、「教員の求めに応じて授業の実態を
診断し、具体的な助言を行うコンサルテーションの充実に努める」（文部
科学省 2008）段階に際し、実用性の高い事例として位置づけることがで
きる。
今後の課題である、運用・継続の可能性は、仮に本研究が大学版授業研
究として創設されるか、FDの一環として運用・継続されれば、データベー
スの進化や、FD担当者の臨床的感覚（神藤2010）や、授業コンサルタン
トのスキル（田中 2010）などに着目して、より精度の高い養成が期待で
きるだろう。しかしながら運用・継続には前提条件として、各大学の規模
と、各大学のFDに対する捉え方などが著しく影響すると考えられる。す
なわち、FDerの養成には時間と費用がかかり、その試行には各大学のFD
の進度が深く関わるのである。費用と時間などの課題とFDを絡めれば、
各大学で取り組まれつつある、学生FD（立命館大学、東洋大学など）と
いう試みは、取り組む価値があると考えられる。それは、学生が学生以
外の視点に立ち、各主体に働きかけるという意味を含んでいるからであ
る。本研究はFD支援者、教員、学生の順に間接的に学生を動機づける試
みだったといえるが、FDの進度を高めるために学生、教員、FD支援者の
順で動機づけられる理由を与え、教員集団の日常性からボトムアップを期
待する方法を考えることが今後の課題である。
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